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こどもの近視

「足が痛い！」どの家庭でも普段当たり前のように聞く主訴だと思います。たいていは勝手
に治ります。しかし、中には治療を要する疾患が隠れていることがあります。そもそも
関節が痛い≡関節炎でもないことがさらに事態を複雑にしています。痛いという主訴から、
どのような疾患が鑑別に挙がるのか。身体所見や検査で、何を見れば関節炎といえる
のか。急ぐものは？見逃してはいけないものは？どういうときに相談すればいいのか。
内科的視点からお話しさせていただきます。

こどもの関節炎 どう診ますか？

世界的に近視人口が増加し、2050年には全世界人口の約半数が近視になると予測されて
います。近視は眼鏡などで矯正すれば良いとされてきましたが、軽度でも緑内障や網膜
剥離など様々な眼疾患の危険因子となることがわかってきて、近視が最も進行する学童期
に対策を講じることが重要と考えられるようになりました。我が国で近年行われた学童の
近 視 実 態 調 査 や 近 視 進 行 予 防 の 取 り 組 み な ど に つ い て 紹 介 し ま す 。

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
5月20日もしくは21日の視聴が必須です。

【テーマ】リフレッシュコース

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference
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